
3　●平成１７年１月３０日号あしや市議会だより№５０ ��������������������������������������������������������������������������������

本紙に使用の写真をご希望のかたに差し上げます。市議会事務局（�０７９７－３８－２００１）へお問い合わせください。

震
災
十
年
、
減
災
対
策
で 

磐
石
の
備
え
を公

明
党　
　
　

帰
山　

和
也

　

災
害
発
生
後
の
電

話
・
携
帯
電
話
が
不
通

の
と
き
、
防
災
無
線
が
大
変
有
効

で
あ
る
。
活
用
に
関
し
、
休
日
・

夜
間
で
も
迅
速
に
利
用
で
き
る
よ

行
う
体
制
は
ど
う
か
。

　

エ
リ
ア
内
で
は
警
戒

標
識
の
設
置
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
及
び
路
肩
の
補
修
を
実
施

し
て
き
た
。
今
後
は
車
両
の
速
度

抑
制
な
ど
、
公
安
委
員
会
と
連
携

し
た
対
策
を
予
定
。
宮
川
線
の
大

型
車
通
行
規
制
は
難
し
い
。
常
に

通
学
路
の
安
全
点
検
は
行
っ
て
い

る
。
山
手
幹
線
を
横
断
し
て
通
学

す
る
山
手
、
岩
園
小
学
校
で
は
、

集
団
登
下
校
の
徹
底
や
通
学
時
の

安
全
指
導
を
し
て
い
る
。

ま
で
を
、
主
要
教
科
全
部
、
記
名

式
で
実
施
す
べ
き
だ
。

　

ま
た
、
民
間
保
育
所
の
新
設
計

画
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　

今
年
の
学
力
テ
ス
ト

は
昨
年
と
同
程
度
の
方

法
、
規
模
で
実
施
す
る
。
小
学
五

年
生
と
中
学
二
年
生
を
対
象
と
し

た
、
学
習
状
況
と
生
活
意
識
の
調

　

�
�
�
�
防
災
・
環
境 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

打出公園で打出公園で

総
合
防
災
対
策
、
Ｃ
Ｏ
２ 

排
出
量
削
減
に
つ
い
て

英
明
ク
ラ
ブ　

小
川　

芳
一

　

新
潟
中
越
地
震
や
台

風
二
十
三
号
で
は
大
き

な
被
害
が
あ
っ
た
。
事
前
の
避
難

勧
告
、
ま
た
現
場
情
報
伝
達
の
不

十
分
等
防
災
情
報
伝
達
の
不
備
が

教
訓
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

市
の
防
災
対
策
の
改
善
は
ど
う
か
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
ゼ
ロ
の
家
庭

用
給
湯
器
設
置
の
際
、
建
築
基
準

法
に
お
け
る
容
積
率
緩
和
の
特
例

処
置
は
で
き
な
い
か
。

　

災
害
情
報
の
伝
達
方

法
で
は
、
広
報
車
に
よ

る
連
絡
と
あ
わ
せ
、
市
か
ら
自
主

防
災
組
織
や
警
察
署
へ
の
連
絡
、

ま
た
、
放
送
機
関
を
通
じ
て
、
市

民
へ
周
知
す
る
。
山
麓
部
の
一
部

の
人
々
へ
は
、
非
常
順
次
通
報
電

話
で
の
個
別
通
報
も
行
う
。

　

本
市
の
町
づ
く
り
は
、
良
好
な

住
環
境
の
保
全
及
び
育
成
を
重
視

し
て
お
り
、
建
築
基
準
法
の
緩
和

は
考
え
て
い
な
い
。

こ
と
が
、
被
害
拡
大
の
要
因
と
報

道
さ
れ
て
い
た
。
本
市
で
も
避
難

勧
告
指
示
、
命
令
な
ど
用
語
の
意

味
や
避
難
サ
イ
レ
ン
な
ど
を
的
確

に
理
解
で
き
る
よ
う
市
民
に
働
き

か
け
、
防
災
、
減
災
意
識
の
高
揚

に
努
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

災
害
情
報
に
つ
い
て

は
、
各
学
校
や
各
自
主

防
災
会
等
の
防
災
訓
練
の
場
で
広

報
活
動
を
行
い
、
ま
た
、
広
報
あ

し
や
の
防
災
特
集
号
で
も
周
知
し

て
い
る
。
し
か
し
、
被
災
地
で
避

難
誘
導
に
伴
う
災
害
情
報
が
住
民

に
十
分
周
知
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

は
、
本
市
で
も
検
討
す
べ
き
課
題

で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
も
防
災

に
関
す
る
啓
発
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
く
。

う
機
器
の
管
理
状
況
の
改
善
と
と

も
に
、
市
民
に
対
し
取
り
扱
い
の

訓
練
の
実
施
・
充
実
が
必
要
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
災
害
時
に
自
主

避
難
が
困
難
な
独
居
の
高
齢
者
や

障
害
者
を
地
域
で
支
援
で
き
る
充

実
し
た
体
制
を
構
築
で
き
な
い
か
。

　

防
災
無
線
は
、
避
難

所
と
な
る
施
設
に
常
設

し
て
お
り
、
保
守
点
検
を
年
一
回

実
施
し
、
円
滑
に
活
用
で
き
る
。

市
民
に
は
、
防
災
総
合
訓
練
で
取

り
扱
い
の
説
明
を
し
て
い
る
。
在

宅
の
障
害
者
情
報
は
障
害
福
祉
課

で
、
要
援
護
高
齢
者
の
情
報
は
市

立
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
集

約
し
て
い
る
。
災
害
時
は
各
所
管

で
救
助
活
動
に
活
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

山
手
幹
線
工
事
で
の
松
ノ 

内
緑
地
の
黒
松
の
保
護
を

英
明
ク
ラ
ブ　

山
田
み
ち
子

　

か
つ
て
の
芦
屋
川
の

形
状
を
今
に
伝
え
る
黒

松
は
、
芦
屋
市
の
歴
史
で
あ
り
文

化
で
あ
る
。
市
は
基
本
的
に
黒
松

を
残
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
。

伐
採
す
る
こ
と
と
な
っ
た
黒
松
の

伐
採
基
準
と
、
結
論
に
至
る
ま
で

の
検
討
状
況
は
。
黒
松
を
残
し
た

い
と
す
る
市
民
と
の
協
議
の
状
況

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
今
後
の
的

確
な
広
報
と
十
分
な
話
し
合
い
を

強
く
要
望
す
る
。

　

十
六
年
一
月
に
松
ノ

内
緑
地
の
樹
木
調
査
を

行
っ
た
。
結
果
は
、
黒
松
四
本
の

う
ち
二
本
は
移
植
可
能
だ
が
、
樹

齢
八
十
年
の
黒
松
二
本
は
活
着
率

が
低
く
、
ま
た
樹
木
が
傾
斜
し
て

お
り
、
伐
採
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

黒
松
を
残
し
た
い
と
要
望
し
て
い

る
市
民
と
は
、
現
地
で
専
門
家
を

交
え
、
意
見
交
換
し
た
。
今
後
も

専
門
家
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

引
き
続
き
協
議
し
て
い
く
。

防
災
計
画
と 

岩
ケ
平
宅
地
開
発
に
つ
い
て

日
本
共
産
党　

木
野
下　

章

　

市
の
地
域
防
災
計
画
、

そ
の
財
政
的
裏
付
け
は

あ
る
の
か
。
絵
に
描
い
た
餅
に
な

っ
て
い
な
い
か
。
避
難
所
と
な
る

学
校
等
施
設
の
耐
震
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。
阪
神
淡
路
の
被
災

者
の
八
割
は
住
宅
倒
壊
に
よ
る
圧

死
、
窒
息
死
。
住
宅
の
耐
震
に
つ

い
て
芦
屋
の
実
態
と
問
題
点
を
示

せ
。
急
傾
斜
地
岩
ケ
平
で
の
宅
地

開
発
、
防
災
上
の
問
題
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

学
校
の
耐
震
対
策
は

必
要
が
あ
る
が
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
た
め
新
た
な
整
備

事
業
は
凍
結
し
て
い
る
。
住
宅
の

耐
震
改
修
の
支
援
は
、
県
が
「
わ

が
家
の
耐
震
改
修
促
進
事
業
」
を

実
施
し
て
い
る
。
岩
ケ
平
の
宅
地

開
発
は
、
都
市
計
画
法
で
の
開
発

行
為
の
許
可
を
知
事
か
ら
受
け
て

お
り
、
擁
壁
な
ど
の
構
造
等
も
宅

地
造
成
等
規
制
法
に
基
づ
く
審
査

を
受
け
、
適
正
な
も
の
と
考
え
る
。

待
機
児
童
の
解
消英

明
ク
ラ
ブ　

松
木　

義
昭

　

昨
年
、
小
学
五
年
生

と
中
学
二
年
生
を
対
象

に
学
力
テ
ス
ト
を
無
記
名
で
実
施

し
た
。
こ
れ
で
は
児
童
・
生
徒
が

一
人
ひ
と
り
、
ど
の
教
科
が
で
き

て
い
な
い
の
か
把
握
で
き
ず
、
継

保
育
所
入
所
待
ち
を
な
く 

し
子
育
て
支
援
の
充
実
を

日
本
共
産
党　

田
中
え
み
こ

　

保
育
所
入
所
待
ち
が

百
三
十
名
を
超
え
て
い

る
。
市
は
児
童
福
祉
法
に
よ
り
公

的
保
育
の
義
務
を
負
い
、
待
機
児

童
解
消
を
計
画
的
に
行
う
責
任
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
今
後
の
対

応
、
解
消
の
め
ど
を
問
う
。
幼
稚

園
の
時
間
延
長
、
三
年
保
育
の
実

施
を
求
め
る
。
留
守
家
庭
児
童
会

は
利
用
増
加
に
見
合
っ
て
希
望
者

す
べ
て
を
受
け
入
れ
る
よ
う
計
画

的
な
対
応
を
求
め
る
。

　

保
育
所
の
待
機
児
童

は
、
で
き
る
だ
け
早
く

民
間
保
育
所
を
誘
致
す
る
こ
と
で

解
消
し
た
い
。
暫
定
的
で
あ
る
が
、

浜
風
小
学
校
の
空
き
教
室
に
六
十

人
規
模
の
保
育
所
の
設
置
を
考
え
、

協
議
し
て
い
る
。
幼
稚
園
の
時
間

延
長
は
考
え
て
い
な
い
。
三
年
保

育
は
私
立
幼
稚
園
で
対
応
す
る
考

え
で
あ
る
。
留
守
家
庭
児
童
会
は
、

待
機
が
な
い
よ
う
努
め
て
い
る
。

子
供
の
施
策
を
、 

計
画
的
に
充
実
せ
よ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

中
島　

健
一

　
　

芦
屋
市
児
童
健
全

育
成
計
画
（
エ
ン
ゼ
ル

プ
ラ
ン
）
を
包
含
す
る
新
た
な
次

世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
行
動
計

画
が
策
定
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

し
か
し
包
含
す
る
と
し
な
が
ら
、

公
立
幼
稚
園
の
三
年
保
育
な
ど
、

エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
に
あ
っ
た
新
た

な
施
策
の
展
開
が
い
く
つ
も
欠
如

し
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
計
画
も
目

標
年
が
同
じ
で
あ
っ
た
の
に
、
な

ぜ
、
計
画
を
継
続
し
な
い
の
か
。

　

次
世
代
育
成
支
援
対

策
推
進
行
動
計
画
で
は
、

子
育
て
支
援
は
地
域
全
体
で
取
り

組
む
べ
き
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、

市
民
と
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
推

進
体
制
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
。

エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
の
基
本
項
目
は

概
ね
継
承
し
て
い
る
が
、
本
市
の

厳
し
い
財
政
状
況
等
の
理
由
か
ら
、

今
後
五
年
間
で
実
施
が
困
難
と
考

え
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
掲
載

し
て
い
な
い
。

あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
と 

通
学
路
の
安
全
に
つ
い
て

創
政
ク
ラ
ブ　

幣
原　

み
や

　

あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ

ア
の
指
定
に
伴
う
人
身

事
故
抑
止
の
具
体
策
は
。
ま
た
、

事
故
危
険
個
所
の
指
定
地
点
と
も

重
な
る
宮
川
線
の
交
通
に
つ
い
て
、

大
型
車
の
進
入
規
制
や
道
路
の
改

良
は
可
能
か
。
山
手
幹
線
の
二
車

線
通
行
が
順
次
開
始
さ
れ
る
が
、

通
学
路
の
指
定
個
所
で
も
あ
る
の

で
交
通
状
況
の
変
化
に
対
応
し
た

安
全
対
策
や
児
童
へ
の
指
導
な
ど

行
っ
て
い
る
。
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト

で
表
せ
な
い
学
力
も
あ
り
、
現
在

の
教
科
に
限
定
し
て
い
く
。

　

浜
風
小
学
校
の
空
き
教
室
で
民

間
保
育
所
を
誘
致
、
公
募
す
る
。

打出公園で打出公

台
風
二
十
三
号
や
中
越
地 

震
か
ら
学
ぶ
減
災
対
策
は

創
政
ク
ラ
ブ　

山
村　

悦
三

　

台
風
二
十
三
号
で
大

き
な
被
害
を
被
っ
た
豊

岡
市
で
は
住
民
が
避
難
場
所
を
知

ら
な
か
っ
た
り
、
行
政
に
よ
る
避

難
誘
導
が
的
確
に
進
ま
な
か
っ
た

　民生文教常任委員会（田中えみこ委員長）は、平成１６年１０月２８

日～２９日に東京都品川区と稲城市へ行政視察に行きました。

　品川区の就学前乳幼児教育施設「ぷりすくーる西五反田」は、
平成１６年６月に開園したばかりで、０歳から２歳児の保育園と３

歳から５歳児の幼児教育施設（幼稚園）および地域子育て支援セ

ンターを併設する施設です。公設民営型で、指定管理者制度でＮ

ＰＯ法人が管理運営を行っています。少ない委託料で厳しい経営

を余儀なくされながらも、園長の熱心な取り組みと若い職員の頑

張りで支えられている施設の現状が感じられました。

　稲城市立病院は、平成１０年に新病院を建設、明るく木のぬくも
りを感じさせる院内は病院であることを感じさせず、とても居心

地のよい印象です。経営面の特徴は、産婦人科の人気が高いこと

と、在院日数を極力少なくするよう医師に指示をしていることで、

退院後の生活のためのリハビリにも配慮がされていました。

　また、病棟内に市立図書館分室を設け、食堂に携帯コーナーを

設けるなど市民ニーズに応える経営姿勢に徹している印象でした。

 幼保一元化施設・黒字運営の市民病院などを調査しました 
 民生文教常任委員会で東京都品川区と稲城市を視察 

稲城市立病院で稲城市立病院で
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続
し
た
指
導
が
で
き
な
い
。
来
年

は
小
学
一
年
生
か
ら
中
学
三
年
生

市
民
が
安
心
し
て 

利
用
で
き
る
市
民
病
院
を

新
社
会
党　
　

前
田　

辰
一

　

市
民
病
院
で
は
財
政

健
全
化
策
が
取
り
組
ま

れ
て
い
る
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
と
契
約
し
改
善
案
等
を
提
案
さ

れ
て
い
る
が
主
な
も
の
は
何
か
。

ま
た
病
棟
再
編
成
案
の
提
示
も
あ

る
が
内
容
は
。
市
民
病
院
の
一
部

を
民
間
に
貸
し
付
け
る
「
院
内
開

業
」
を
準
備
し
て
い
る
が
、
医
師

の
確
保
が
課
題
で
あ
り
、
公
平
・

打出公園で打出公園で

　

�
�
�
�
行
政
改
革 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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一
　
般
　
質
　
問�

　
十
二
月
定
例
会
で
は
、
十
二
月
十
三

日（
月
）、
十
四
日（
火
）の
二
日
間
、
十

六
人
の
議
員
が
市
政
に
関
す
る
三
十
七

項
目
の
内
容
に
つ
い
て
、
通
告
順
に
質

問
を
行
い
ま
し
た
。�

　
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。�

…質問� …答弁�

　

�
�
�
�
教
育
・
子
育
て 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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　総務常任委員会（山田みち子委員長）は、平成１６年１０月２１日～

２２日に群馬県太田市と東京都杉並区を視察しました。両自治体と

も首長の強いリーダーシップのもとで、最近全国に話題を提供し

ている自治体です。

　太田市の「税の滞納者に対するサービス制限」は、全国初の制
度であり、また国からクレームがあり全国メディアに取り上げら

れた施策です。その目的は、サービスの制限ではなく、納税相談

など滞納者への納税機会の提供や税についての義務と権利の認識

を高めることが最大の目的であると説明がありました。市民から

は、苦情もほとんどなく評価されているということでした。

　杉並区の視察では、平成１２年の分権一括法成立後、全国で市民
と自治体の協働のため住民参加条例や住民投票条例が定められて

いますが、唯一「自治基本条例」という名を冠し、自治体の最高

規範としての条例を制定した経緯などを調査しました。芦屋市で

も市民参画課が設置され方向性の検討に入ろうとしています。こ

の種の条例の制定が視野に入ってきたところです。

　

�
�
�
�
健
康
・
市
民
サ
ー
ビ
ス 
�
�
�
�
�
� 

年
功
序
列
人
事
を
や
め
て 

能
力
主
義
の
徹
底
を
図
れ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

寺
前　

尊
文

　

国
会
で
能
力
重
視
の

給
与
・
人
事
評
価
を
盛

り
込
む『
公
務
員
制
度
改
革
大
綱
』

が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
今
こ
そ
公

務
員
も
、
従
来
の
年
功
序
列
型
か

ら
能
力
主
義
へ
と
変
革
す
べ
き
だ
。

職
員
が
「
頑
張
れ
ば
報
わ
れ
る
」

と
の
意
識
を
持
つ
よ
う
、
人
事
制

度
の
再
考
を
求
め
る
。
例
え
ば
、

ボ
ー
ナ
ス
に
格
差
を
設
け
た
り
、

人
事
考
課
を
昇
進
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
等
を
提
案
す
る
が
、
考
え
は
。

　

国
で
は
、
公
務
員
制

度
改
革
大
綱
が
閣
議
決

定
さ
れ
、
能
力
、
職
責
、
業
績
を

反
映
し
た
新
た
な
給
与
制
度
が
導

入
さ
れ
る
。
地
方
公
務
員
も
国
家

公
務
員
に
準
じ
て
制
度
改
革
を
求

め
ら
れ
て
お
り
、
本
市
で
も
、
人

事
評
価
制
度
、
目
標
管
理
制
度
の

研
修
を
実
施
し
、
公
平
か
つ
公
正

で
、
客
観
的
に
能
力
・
実
績
評
価

や
人
物
評
価
が
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

全国から注目されている自治体を調査しました
 総務常任委員会で群馬県太田市と東京都杉並区を視察

打出公園で打出公園で

公
共
施
設
の 

維
持
管
理
費
を
明
確
に

公
明
党　
　
　

田
原　

俊
彦

　

市
の
公
共
施
設
は
、

今
後
、
行
革
を
踏
ま
え

て
、
維
持
管
理
の
方
法
に
つ
い
て

見
直
し
の
時
期
に
き
て
い
る
。
ま

た
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
今

後
、
計
画
的
な
修
繕
や
整
備
も
必

要
だ
。
施
設
白
書
を
作
成
し
、
施

設
ご
と
に
年
間
の
維
持
コ
ス
ト
を

明
ら
か
に
し
、
公
表
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
施
設
ご
と
の

コ
ス
ト
を
、
施
設
前
に
表
示
を
し

て
知
ら
せ
る
べ
き
で
な
い
か
。

　

施
設
整
備
の
推
移
と

現
状
、
今
後
の
改
築
費

や
改
修
費
の
想
定
、
施
設
整
備
の

あ
り
方
を
盛
り
込
ん
だ
施
設
白
書

芦
屋
市
文
化
振
興
財
団
の 

解
散
に
つ
い
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

重
村
啓
二
郎

　

芦
屋
市
は
、
現
在
財

団
解
散
あ
り
き
で
こ
と

を
進
め
て
い
る
。
現
行
条
例
規
則

の
問
題
点
は
何
か
、
ど
ん
な
規
制

緩
和
が
必
要
な
の
か
、
な
ど
一
番

理
解
し
て
い
る
の
は
財
団
職
員
で

あ
る
。
今
日
の
非
効
率
と
批
判
さ

れ
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
た
行
政
自

身
が
、
な
ぜ
各
施
設
の
公
の
責
務

を
一
番
理
解
し
て
い
る
財
団
を
抜

本
的
に
見
直
し
改
革
し
存
続
さ
せ

る
努
力
を
し
な
い
の
か
。

　

現
在
、
市
の
厳
し
い

財
政
状
況
で
は
、
運
営

費
の
助
成
や
市
職
員
の
出
向
が
で

き
な
い
。
財
団
を
抜
本
的
に
見
直

し
て
、
市
か
ら
独
立
し
た
運
営
を

求
め
る
こ
と
は
困
難
。
財
団
は
寄

付
行
為
に
掲
げ
て
い
る
目
的
で
設

立
さ
れ
、
文
化
施
設
等
の
管
理
運

の
策
定
は
、
本
市
の
財
政
状
況
で

は
長
期
的
な
整
備
計
画
の
策
定
が

困
難
な
た
め
、
考
え
て
い
な
い
。

し
か
し
、
各
施
設
の
年
間
費
用
の

内
訳
や
費
用
負
担
の
現
状
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス
と
負
担
の
状
況
を
パ
ネ

ル
表
示
す
る
こ
と
は
、
行
政
運
営

上
必
要
で
あ
り
実
施
し
た
い
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

畑
中　

俊
彦

　

行
政
評
価
委
が
あ
し

や
温
泉
の
廃
止
を
提
案

し
て
い
る
が
存
続
で
き
な
い
か
。

一
円
で
も
高
く
売
り
た
い
高
浜
一

〇
街
区
の
用
地
は
市
が
造
成
を
し

て
売
却
す
る
と
い
う
が
、
な
ぜ
、

市
が
リ
ス
ク
を
負
う
の
か
理
解
で

き
な
い
。
意
図
的
に
公
共
事
業
を

つ
く
っ
て
い
る
と
し
か
取
れ
な
い
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
等
ふ
さ
わ
し

い
施
策
を
遂
行
す
べ
き
で
は
な
い

の
か
。
　

あ
し
や
温
泉
は
現
在

廃
止
の
考
え
は
な
い
。

高
浜
用
地
売
却
は
、
関
係
機
関
と

協
議
し
て
き
た
が
、
良
好
な
住
環

境
を
保
ち
、
二
百
平
米
以
上
の
区

割
り
に
よ
る
戸
建
て
住
宅
地
と
し

て
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
一

括
処
分
す
る
方
法
で
は
、
四
十
億

円
の
確
保
が
難
し
い
。
高
い
価
格

で
用
地
を
売
却
す
る
に
は
、
市
が

造
成
し
売
却
す
る
方
法
が
一
番
有

利
と
判
断
し
て
い
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
の
現
状
と 

対
策
に
つ
い
て無

所
属　
　
　

伊
藤
と
も
子

　

先
進
国
の
中
で
エ
イ

ズ
感
染
者
が
増
加
し
て

い
る
の
は
日
本
だ
け
で
あ
る
。
二

〇
一
〇
年
に
は
結
核
と
と
も
に
爆

発
的
に
ふ
え
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

無
記
名
無
料
の
即
日
検
査
の
導
入

を
。
子
供
た
ち
に
は
正
し
い
知
識
、

正
し
い
情
報
が
必
要
で
あ
る
。
性

の
問
題
は
低
年
齢
化
し
て
お
り
、

若
者
の
間
に
性
感
染
症
が
増
加
し

て
い
る
。
学
校
に
お
け
る
性
教
育

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
、
毎

月
第
一
、
第
三
月
曜
日

に
県
の
芦
屋
健
康
福
祉
事
務
所
で
、

匿
名
か
つ
無
料
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
即
日
検
査
は
検
討
中
で

あ
る
。
小
学
校
五
・
六
年
で
は
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
を
正
し
く
理
解
し
、
感
染

者
と
共
に
生
き
る
社
会
づ
く
り
に

つ
い
て
学
習
を
し
て
い
る
。
中
学

校
で
は
、
保
健
の
授
業
で
性
感
染

症
の
特
徴
や
増
加
の
原
因
、
予
防

に
つ
い
て
学
習
し
て
い
る
。

透
明
性
が
求
め
ら
れ
る
選
考
が
必

要
だ
が
見
解
は
。

　

委
託
費
、
医
薬
品
費
、

診
療
材
料
費
の
見
直
し
、

収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
各
部

門
の
業
務
フ
ロ
ー
確
認
を
行
い
、

特
に
指
導
料
を
中
心
に
診
療
報
酬

請
求
漏
れ
対
策
を
強
化
し
、
部
署

別
・
職
種
別
の
増
収
対
策
案
を
図

り
た
い
。
ま
た
、
原
価
計
算
の
精

度
向
上
と
活
用
方
法
の
検
証
も
し

て
い
く
。
病
棟
再
編
成
案
は
亜
急

性
期
病
床
の
導
入
提
案
が
あ
る
。

院
内
開
業
は
公
募
方
式
で
行
う
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス 

「
総
合
窓
口
」
に
つ
い
て

日
本
共
産
党　

平
野　

貞
雄

　

市
の
窓
口
を
何
カ
所

も
回
る
煩
わ
し
さ
の
解

消
策
と
し
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
が
あ
る
。
視
察
し
た
愛
知
県

岩
倉
市
で
は
、「
総
合
窓
口
」
で
用

件
を
言
え
ば
必
要
な
申
請
書
類
が

交
付
さ
れ
、
届
出
も
で
き
る
。
サ

ー
ビ
ス
向
上
を
図
り
つ
つ
、
職
員

と
住
民
と
の
対
話
の
密
度
も
増
す

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
。

　

地
方
に
負
担
転
嫁
す
る
国
の

「
三
位
一
体
改
革
」
へ
の
対
応
は
。

　

総
合
窓
口
に
つ
い
て

は
、
先
進
都
市
で
は
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
る
。
本
市
も
早
急
に
取
り
組
む

べ
き
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
電
子
自
治
体
構
想
に
あ
わ
せ
、

経
費
面
も
含
め
て
検
討
し
て
い
る
。

　

三
位
一
体
改
革
で
は
、
個
人
住

民
税
の
税
率
フ
ラ
ッ
ト
化
な
ど
危

惧
す
る
問
題
が
あ
り
、
国
・
県
に

本
市
の
特
殊
事
情
を
訴
え
て
い
く
。

学
力
テ
ス
ト
の
変
更
と 

待
機
児
童
の
解
消

太田市で太田市で

営
や
各
種
事
業
を
行
い
、
必
要
な

経
費
は
、
市
が
補
助
金
等
の
助
成

を
行
っ
て
い
る
。
財
団
職
員
と
の

話
し
合
い
は
続
け
る
。

査
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
国
、
県

の
調
査
も
特
定
の
学
年
を
抽
出
し

打出公園で公園で


